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360度画像と簡易維持管理モデルの構築に焦点を当て、構造物の維持管理効率化を提案す
る。技術者不足への対処策として、360度画像は広範囲の情報を提供し、経験の浅い技術者
や若年技術者をサポートできる可能性を示唆する。水中や狭隘な箇所での360度画像の適用
性を検証し、その効果を実証する。さらに、撮影した画像と点検情報を一元管理する簡易維

持管理モデルを提案し、変状の特定や補修計画の効率化を図る。今後の展望として、ICT技術
の進展を踏まえたデータ共有と一元管理の必要性を強調し、簡易維持管理モデルの改良や

NeRF作成モデルの活用を提案する。
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１．はじめに 

構造物の長寿命化を図る上で，適宜，維持・補修を行っていくことが重要である．そのためには構造物変状の確

実な把握，的確な計画立案が重要である．昨今の深刻な技術者不足は，健全なインフラメンテナンス遂行における

課題であるが，経験の浅い技術者や若年技術者をサポートする手法を確立することで解決可能と考える． 

本報告の 360 度画像は，撮影位置の全周把握が可能である．道路管理者および補修工事従事者は，360 度画像を

使用することで，詳細な現状把握が可能であり，的確・効率的な補修が可能となる．さらに画像は，デジタルであ

るので，広く活用が可能である．本報告は，360 度画像による技術者サポートの実証を行ったので報告する． 

２．360 度画像の適応性 

 360 度画像は，図 1 のように横方向のみでなく，上下方向も

含む周囲を詳細に捉えることができ，広範囲の状況を把握す

ることができる．従来のデジタルカメラで撮影した画像は，限

られた範囲の一方向のみの確認となり，撮影者

の主観にとらわれる．しかし,360 度画像は客観

的な情報を提供し，誰でも必要な情報収集が可

能である．なお，今回使用した 360 度カメラの

諸元を表-1 に示す． 

３．検討内容および結果 

 点検が困難な水中部と狭隘部について実証を行った。 

① 水中状況確認 

 河川内にある橋台・橋脚の基礎部は，点検困難箇所である。水深が浅い場合は，近接しポールで触診して確認で

きるが，深い場合は目視が困難である．水中ドローンや水中カメラの使用が行われる場合があるが，的確に状況把

握ができていない場合があるが，図 2 のような水量が多い河川の場合は，より困難である。 

今回，橋脚基礎の洗掘等の確認を 360 度カメラで行った．撮影画像は，図 3 に示すとおりである．撮影した画像

は，現場から持ち帰り後，広範囲に任意の角度で画像編集が可能であり，着目したい個所にフォーカスした情報が 

得られる。水中画像は十分判別可能であり，点検情報を整理することが効率的に行えたことを確認した。 

 図 3 360 度動画からの切出し静止画 

図 1 撮影可能範囲 

図 2 基礎全体像 

表-1 360 度カメラ諸元 

図 4 水面状況 

360度カメラ(Insta360 X3)

対象箇所

重量

カメラ寸法

水深10m防水

狭隘部，水中，広範囲まで様々

180g

46.0x114.0x33.1mm

絞り

35mm判換算焦点距離

写真解像度

F1.9

6.7mm

7200万画素

ジャイロスコープ 6軸ジャイロスコープ
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② 狭隘部や複雑な構造個所の確認 

 支点まわりに変位制限ブロックがある RC・PC 橋や(図 5),桁端部に管路・落橋防止装置等が集中した橋等，近接

が困難な橋が多く存在する．橋梁の健全性を確保する為には，これらの点検困難箇所の解消が不可欠である。その

ような箇所で，360 度カメラやスコープカメラによる実証を行った。狭隘部は，従来ファイバースコープを使用し

ているが，カメラの操作性・画像の識別等に難点がある。また図 6 のように多くの設備が複雑に取りついている桁

端では、360 度画像は部材の位置を把握しながら変状の発生原因を見える化することにも役立てることができる． 

     

 

 狭隘部で行った結果を，図 7 に示す． 

ここでも，水中部の確認と同様，見え 

なかった箇所の確認と変状の位置関係の 

把握，点検情報の効率的な整理が可能で 

あった。 

４.各種情報格納のための簡易維持管理モデルの構築 

変状の発生個所の特定や原因究明を効率的に実施する方法として，撮影した 360 度画像の情報とその他の点検情

報を紐づけ一元管理する簡易維持管理モデルを構築した．このモデルは，撮影した橋梁の画像を用いて，変状位置

を特定し，そこに変状情報を紐づけ，そこにさらに 360 度カメラやスコープカメラの画像を紐づけるものである．

これを用いれば，現地に行かない技術者にもイメージしやすくなるため，補修検討にも活用が進むと考えられる。 

簡易維持管理モデルの作成は，外観写真から NeRF を活用して試行した(図 9)． NeRF とは、Neural Radiance 

Fields の略で，様々な角度で撮影された写真を元に，深層学習により３D 形状を再現する技術である。 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

業務で試行的に 360 度カメラやスコープカメラ画像を簡易維持管理モデルで報告し，効果的であることが確認で

きた．さらに，「簡易維持管理モデル」を用いることで，点検～補修の効率化が図られる確証も感じられた。 

これからは，さらに様々な ICT 先端技術が進む時代である．そこから得られる大量の情報が取り出しやすく，か

つ有効に活用される「データ共有・一元管理」が必要となってくる．その一端を担うため，簡易維持管理モデルに

よるプラットフォーム管理を，さらなる効率化・DX 化が図れるものとして今後も改良を進め，NeRF 作成モデルと点

群および 3D ソリッドモデルを融合して補修設計にも役立つものとしていきたい． 

参考文献 第 46 回情報シンポ AIJISA 2023  HYBRID 

鋼製土木構造物の形状把握のための Neural Radiance Fields と Photogrammetry の比較検討 

図 7 カメラ挿入位置 図 8 内部写真 

図 5 PC橋の橋脚周辺状況 図 6 桁端部設備等集中箇所 

図 9 NeRF 活用による簡易維持管理モデルイメージ 

丸個所をクリック

すると画像表示 

点検調書や図面も

格納可能 
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